
看護師特定行為研修

チーム医療のキーパーソンとなる
特定行為研修修了看護師の養成
看護師特定行為研修制度の目的は、団塊の世代が後期高齢者となる２０２５年に向けて、医師又は歯科医師の手
順書により役割を拡大し、一定の診療の補助（特定行為）を実施できる看護師を養成・確保していくことにあります。
本研修を修了した看護師の活躍の場は、キュア中心の急性期医療だけではなく、ケア中心の慢性期医療や在宅、
介護施設等にも拡がります。患者・利用者がますます重症化する慢性期医療の現場において、本研修を終えた看
護師は、多職種が協働するチーム医療のコーディネートに不可欠な役割を担うと考えています。
また、診療に必要な思考過程と高いスキルを身に着けることを目的とした本研修は、エキスパートやベテランと
呼ばれる人間味あふれる看護師にとっての更なるキャリアアップの目標となります。さらに、診療の補助の質・
量を向上させ、医師の負担を減らすことで、結果的に医師・看護師等の確保が困難な地域における人員不足を補
う事にもつながると考えています。
当協会では、平成２７年１０月１日の制度施行と同時に指定研修機関の指定を受け、研修をスタートいたしました。
本研修を主催する指定研修機関には、高いレベルと質の担保が求められるため、当協会は使命感を持ち、一丸となっ
て取り組んでおります。
プログラムは現場の業務に従事する受講者に配慮し、就労支援型の e-learning を活用した教材を準備し、必修の
６か月間の自宅学習、東京研修センターで実施される３回の筆記試験と１０日間のスクーリング、６か月間の臨
床実習を経て、研修を修了いたします。
日本慢性期医療協会では、「良質な慢性期医療」を支える「チーム医療のキーパーソン」となりうる看護師を養成
して参ります。
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